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【要約】 

現在，地域社会における水圏環境リテラシーの普及と同時に，水圏環境と人間社会とが共生に向かうよ

う主体間の連携や協働を促す人材の育成が求められている。本研究は，岩手県閉伊川流域で行われている

水圏環境コミュニケーション学実習参加学生の主体的で協働的な改善意識の変容プロセスを明らかにす

ることを目的とした。記述内容を分析した結果，参加学生に自己決定理論における「関係性」「有能感」の

高まりによる「自律性」が芽生えたことが分かった。また，流域住民とのコミュニケーションを通して，

他者との結びつきをつくり，協力したいというさらなる「関係性」の高まりがみられた。これは主体的で

協働的な改善意識が高まっていることを示すものと考えられた。 
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